
い
い
‥
㌣
一
川
叩
．
“
“
‥
い
．
」
日
．
H
“
㌢
．
．
川
．
‥
‥
‥
‥
“
、
。
．
U
 
t
‥
い
、
、
れ

－
P
．
、
い
＝
‥
‥
、
P
．
い
‥
い
い
い
・
〟
、
い
い
‥
い
い
・
P
、
‥
‥
い
‥
＝
・
P
、
い
‥
‥
‥
い
・
－

－
r
、
い
い
‥
い
、
・
い
、
、
い
‥
‥
＝
い
．
い
い
い
い
∵
日
r
、
、
＝
い
±

遠賀郡水巻町

発行人　西　尾　司

印刷所

冷牟田印刷合資会社

昭

和

亜

年

6

月

3

　

日

旦岬．．．周．－．．り…．．．窯．…叫選一叫．鼻．．．．－軋儀叫

雇

用

促

進

に

窓

口

新

設

職
安
・
雇
用
促
進
事
業
団
な
　
ど

町
執
行
部
と
常
会
は
昨
年
の
1
1
月
の
施
業
案
不
認
可
通
達
以
来
、
施
業
案
の
全
面
認
可
に
む
か
っ
て
懸
命
の
努
力
を
か
た
む
け
て
き
ま
し
た
。

円
城
寺
答
申
に
対
し
て
も
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
と
強
い
意
思
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
事
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
住
民
の
幸
福
を
願

ぅ
と
い
う
立
場
に
立
つ
べ
き
だ
と
し
て
、
住
民
福
祉
向
上
に
む
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
町
長
は
各
課
長
を
緊
急
招
集
し
、
町
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
そ
の
対
策
を
た
て
よ
と
次
の
よ
う
に
指
示
し
訂
し
た
、
。

1
　
離
職
者
の
雇
用
対
策
　
　
　
3
“
困
　
窮
　
者
　
対
　
策

2
　
町
の
経
済
地
盤
対
策
　
　
　
　
4
　
中
小
企
業
、
鉱
害
対
策

な
ど
日
炭
再
建
案
に
よ
り
生
じ
て
く
る
諸
問
題
の
対
策
に
つ
い
て
指
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
・

こ
れ
は
企
業
縮
小
に
と
も
な
う
当
面
の
緊
急
対
策
と
新
経
済
地
盤
造
成
の
た
め
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
強
力
に
推
進
す
る
基
本
対
策
の
二
つ
に
分

け
て
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
。

緊
急
対
策
の
う
ち
離
職
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は

①
　
公
共
職
業
安
定
所
、
雇
用
促
進
事
業
団
の
窓
廿
を
現
地
に
設
憶

㊥
　
産
炭
地
振
興
事
業
団
方
式
に
よ
る
離
職
者
対
策
事
業
（
ボ
タ
山
処
理
事
業
な
ど
）
の
早
期
実
現
な
ど
を
同
に
陳
情
す
る
と
と
も
に
町
で

は
雇
用
専
任
係
を
新
設
し
て
、
国
、
県
、
地
元
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
側
面
的
な
協
力
体
制
を
準
え
、
離
職
者
の
就
職
相
談
に
当
た
ら

せ
ま
す
。

ま
た
縮
小
に
よ
る
町
財
政
の
影
額
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
財
政
対
策
は
昌
炭
の
協
力
を
求
め
、
町
は
特
別
交
付
税
の
増
収
の
た
め
に
精

力
的
に
関
係
裏
付
け
資
料
を
作
成
し
、
岡
、
県
に
要
請
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

再
建
の
融
資
、
就
職
の
あ
っ
せ
ん

大
蔵
・
労
働
南
柏
に
協
力
求
む

国
に
お
い
て
も
2
8
日
の
閣
議
で
、
桜
内
通
産
相
は
日
本
旗
砿
の
再
建
計
画
に
と

も
な
う
再
雇
用
の
あ
っ
せ
ん
、
政
府
関
係
へ
の
吸
収
な
ど
に
努
力
す
る
一
方
、

政
府
資
金
の
貸
し
付
け
、
合
理
化
資
金
の
交
付
に
つ
い
て
の
措
置
を
大
蔵
、
労

働
同
相
に
と
く
に
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
兄
と
お
し
は
明
る
い
と
い
え
ま

す
。

以
上
の
ほ
か
、
日
炭
に
は
用
排
水
ポ
ン
プ
の
存
続
と
維
持
管
響
環
境
衛
生
事

業
の
継
続
な
ど
を
、
ま
た
県
に
は
生
活
保
護
関
係
職
員
の
拡
充
と
常
駐
を
要
請

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
し
、
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
も
、
き
っ
そ
く
県
知
事
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け
て
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
。

緊
急
対
策
の
う
ち
離
職
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は

①
　
公
共
職
業
安
定
所
、
雇
用
促
進
事
業
団
の
窓
口
を
現
地
に
設
置

⑧
　
産
炭
地
振
興
事
業
団
方
式
に
よ
る
離
職
者
対
策
事
業
（
ポ
ダ
山
処
理
事
業
な
ど
）
の
早
期
実
現
な
ど
を
国
に
陳
情
す
る
と
と
も
に
町
で

は
雇
用
専
任
係
を
新
設
し
て
、
国
、
県
、
地
元
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
側
面
的
な
協
力
体
制
を
整
え
、
離
職
者
の
就
職
相
談
に
当
た
ら

せ
ま
す
』

ま
た
縮
小
に
よ
る
町
財
政
の
影
響
を
最
小
限
に
七
ゼ
め
る
た
め
の
財
政
対
策
は
日
炭
の
協
力
を
求
め
、
町
は
特
別
交
付
税
の
増
収
の
た
め
に
精

力
的
に
関
係
裏
付
け
資
料
を
作
成
し
、
国
、
県
に
要
請
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

再
建
の
融
資
、
就
職
の
あ
っ
せ
ん

通
産
相
　
大
蔵
・
労
働
両
相
に
協
力
求
む

国
に
お
い
て
も
2
8
日
の
閣
議
で
、
桜
内
通
産
相
は
日
本
炭
砿
の
再
建
計
画
に
と

も
な
う
再
雇
用
の
あ
っ
せ
ん
、
政
府
関
係
へ
の
吸
収
な
ど
に
努
力
す
る
一
方
、

政
府
資
金
の
貸
し
付
け
、
合
理
化
資
金
の
交
付
に
つ
い
て
の
措
麿
を
大
蔵
、
労

働
南
柏
に
と
く
に
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
兄
と
お
し
は
明
る
い
と
い
え
ま

す。．以
上
の
ほ
か
、
日
炭
に
は
用
排
水
ポ
ン
プ
の
存
続
と
維
持
管
理
、
環
境
衛
生
事

業
の
継
続
な
ど
を
、
ま
た
県
に
は
生
活
保
護
関
係
職
員
の
拡
充
と
常
駐
を
要
請

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
し
、
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
も
、
き
っ
そ
く
県
知
事

に
要
求
し
た
模
様
で
あ
り
ま
す
。

ボ
タ
山
処
理
事
業
の
早
期
実
現

工
　
場
　
団
　
地
　
造
　
成
　
に
　
利
　
用

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
る
基
本
対
策
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
暴
夕
山
処
理
事
業
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
早
期
実
現
を
要
請
し
む

日炭問題

す
。①⑧⑨④⑤

産
炭
地
振
興
事
業
団
施
工
に
よ
る
団
地
造
成

敷
地
を
必
要
と
し
な
い
企
業
誘
致

南
北
縦
貫
道
路
の
整
備
促
進

工
業
用
水
の
河
川
と
排
水
河
川
と
を
は
っ
透
り
し
て
、

そ
の
有
効
利
用
を
は
か
る

中
小
商
工
業
者
の
金
融
対
策
と
経
営
改
善
の
指
導
な
ど
を
積
極
調
に
国
、
県
、
日
炭
と
と
も
に
推
進
し
て
、
新
ら
し
い
町
を
つ
く
る
こ

と
に
努
め
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
夢
で
な
く
、
県
下
の
町
村
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
最
初
に
手
が
け
た
の
は
水
巻

町
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

町

議

会

　

新

ら

し

い

町

づ

く

り

に

全

力

住
民
福
祉
の
安
定
に
努
力
す
る
議
会
は
2
8
日
の
年
後
2
時
に
全
議
員
に
．
よ
る
石
炭
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
企
業
縮
小
に
よ
る
当
面
の
緊
急

対
策
に
つ
い
て
墳
剣
な
協
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
が
結
論
に
至
ら
ず
再
度
小
委
員
会
で
、
審
墾
9
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
ら
し
い
産
業
の
基
盤
に
立
つ
l
町
づ
く
り
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
対
韓
案
の
あ
ら
ま
し
は
、
l
・
つ
旨
の
嚢
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

国　県

脱

臼　炭

国　県

国　県

園　県

県

ク
　
ク
国

賊
炭
県
ク

町

日

国

ク

）掟供を要諦

巨水河川とす

至供について

要請する。
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ボ
タ
山
処
理
事
業
の
早
期
実
現

工
　
場
　
団
　
地
　
造
　
成
　
に
　
利
　
用

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
る
基
本
対
策
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
ポ
タ
山
処
理
事
業
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
早
期
実
現
を
要
請
し
ま

す
。

日炭問題

①⑧⑨④⑤

産
炭
地
振
興
事
業
団
施
工
に
よ
る
団
地
造
成

敷
地
を
必
要
と
し
な
い
企
業
誘
致

南
北
縦
貫
道
路
の
整
備
促
進

工
業
用
水
の
河
川
と
排
水
河
川
と
を
は
っ
頒
り
し
て
、
そ
の
有
効
利
用
を
は
か
る

中
小
商
工
業
者
の
金
融
対
策
と
経
営
改
善
の
指
導
な
ど
を
積
極
的
に
国
、
県
、
日
炭
と
と
も
に
推
進
し
て
」
新
ら
し
い
町
を
つ
く
る
こ

と
に
努
め
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
夢
で
な
く
、
県
下
の
町
村
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
最
初
に
手
が
け
た
の
は
水
巻

町
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

町

議

会

　

新

ら

し

い

町

づ

く

り

に

全

力

住
民
福
祉
の
安
定
に
努
力
す
る
議
会
は
お
口
の
午
後
2
時
に
全
議
員
に
よ
る
石
炭
対
策
特
別
委
員
会
に
わ
い
て
企
業
縮
小
に
よ
る
当
面
の
緊
急

対
策
に
つ
い
て
．
真
剣
な
協
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
が
結
編
に
至
ら
ず
再
度
小
委
員
会
で
、
審
讃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
ら
し
い
産
業
の
基
盤
に
立
つ
町
づ
く
り
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
対
策
案
の
晶
ら
ま
レ
は
、
l
つ
r
F
の
麦
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

日　炭問題対策要綱　（案）

】
項　　　　　 目・ 内　　　　　　　　　　　　 容

要詐相手
及び

坦羞崗邸

1 岩 面 の 緊 急
：策

（1）離職者失業者

の雇用対策

○雇用対策の稚膣を積廊 的に要請

公共職業安定所 、雇用促進事業団の窓 口を塊地殻 ．

麿 同
○産振事業団方式による離職者対策事業 （ボタ山処 ［

理事業） の早期実現

○専任雇用対策係を置 き国県地元 関係機関との連絡

及び側面的協力を行 い離職者失業者の就職相貌 に 間］

もあたらせ る。

（2）財　 政 対　 策 ○地方交付税 の減収を喰止め るため、社宅集約計画 r
による若松地区への転宅時期を10月 2 日以降にず 「1 炭

らすよ う要請 ・

○特別交付税の増収をはかる．ため関係裏付資料の整

・僻 を進め る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 町

日炭関係対策費 の日の設定を行 な う。．、

○炭業部門事務所 を当町存置要請を行 なう。． 日　 炭

（3）産業基盤 整備
○常盤坑の坑 内用水を工業用水 として利用出来 るよ T－ ’’・’・．

． 炭ぅにす る。　　　　　　　　　　　　 ニナ日・ 一

（4）1そ　 の　 他 ○消防団員は配転 の際、町内残存を要請す る。 ‘日　 炭

○生活保護関係職員の拡充 と常駐を要請す る。 ．県

．0 環境衛生事業の継続。 ト日　 炭

○用排水 ポンプの存続 と維持管理を要請す る。．　　 ∴ ク

○学校給食用燃料 の確保 と持続を要讃す る。． l ク
○既存公民館 の存続を要諮する。 ・ク

i O 定数条例変更嘩 ．′町

l O 累槻鉱害 の調査 「 町

項　　　　　 目 内　　　　　　　　　　　　 容
要諦相手

及び
担当機 関

2　墓「本∵対　 策

（1）．企 業 誘 致

（2）産 莱 基 盤 の

○座板事業 団施工による団地造成　 ′．
国．11 癖

○オーダー メイ．ド方式 によ．る企業誘致

○南北縦貫道膵の整備促進を要請す る。． 県

整　　　 備 （道路敷地 として・日ノ専用 ．道敷地の　 供を要請 日　 炭す る）

○‾河川の整備 と有効利用をはかる。
国　 展

（堀川は主 として工業用水 、曲川は排水河川 とす

る）

図　 県○遠賀川河 口湖の建設 を要請する。

（3）福利厚生対策 ○福祉関係補助金、負担金について は地方財政、個 ・甲　 県
人負担のための軽減 の特例を要帝する。

○俸育所収容定員増を要請す る。 ．県

H　 炭
（4）住　 宅 対 策 ○県住誘致の敷地確保のため社有地の握供 について

協力を要請す る。

．0 炭住空屋 の賃借区域 の集約を要請す る。 ．ク

○低家賃住宅について協力を要請す る。 ク

○住宅公団 アパー トの誘致をはかる。 国

町　 日炭（5）そ　 の　 他 ○砿害復旧の年次計画の地立

○採掘制限箇所図及び鉱 区界図の挺 出を要諦す る。 日 ．炭

○準要保護児童の補助金増額要請 国　 県

○中小商工業者の金融対策 と経営改善 ク　 ク


